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わらない仕事量がある場合が多く、そういった忙しさと収入のバランスからも、廃寺となる寺院

が多いそうだ。教化活動などは今後も続けられていくが、改善の兆しは現在も見えていないそう

だ。 

 

8．おわりに 

 寺院経営は今後も厳しくなるようで、少子高齢化や過疎化に対してどれだけ対応ができるか、

ということに加えて、今後の寺院経営の改善には、行政の側からの限界集落に向けての対策が必

要となるのではないかと思う。また、寺院に求められているものも、今までの宗教的な意味以上

に、地域のコミュニティ形成に関わる意味などから、教化活動の他に、地域住民の集まる場とし

ての存在が必要になるのではないかと思う。 

 今回の調査では、三つの寺院の方々や、檀家の方には、お忙しい中にも関わらず丁寧な対応を

いただきました。深く感謝いたします。今後も、皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。 
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1．はじめに 

私は、本調査地に出向くまで、能登町柳田地区に行ったことがなかった。それどころか、金沢

で暮らしておきながら、能登半島に足をのばしたことさえなかったのである。柳田地区には、私

が普段の生活で目にすることがないような膨大な自然と、そこに暮らす人々の生活があった。地

域的な繋がりが希薄になりつつある現代社会に生き、部落といったものにも無縁の人生を送って

きた私には、柳田地区でお聞きするお話の数々が新鮮なものであった。そういった調査を続ける

中で、旧柳田村における「婚姻」について、度々話題に上がることがあった。「婚姻」はライフコ

ースにおいて取り分け大きなイベントであり、その儀礼において多くの地域でそれぞれの特色の

見られるものである。私が今までに参加してきた結婚式は、全ての式場で行われるもので、あま

り違いの見られるものではなかったので、調査中に聞いた話には、馴染みのない言葉や風習が多

かった。私は、こういったこれから先自身で経験することがないであろうかつての風習に関心を

持った。 

ここでは、3つの年代別の婚姻事例を取り上げ、柳田地区における婚姻の実態を読み解くととも

に、その変化や、要因について考察していきたい。第2節では、先に述べた通り、3人の個別事例

を詳細に記述し、第3節では、柳田地区で見られる婚姻儀礼について、第2節の個別事例と参考

資料を踏まえて紹介する。第4節では、こういった柳田村の婚姻がどれほどの範囲で行われてい

たかにフォーカスして論を進める。第5節では、これまで述べてきた情報を踏まえて柳田地区の

婚姻の変化やその裏にある要因について考察し、まとめとする。 

 

2．婚姻の年代別事例 

2.1 Aさん（笹川、男性、80代） 
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 婚礼の日、花嫁は、徒歩でAさんの家へやってきた。「ナワハリ」があり、105円や55円など

端数に5円が入った御縁にかけた封筒をばら撒いて道を譲ってもらった。中には四升樽を持って

いる人もいて、花嫁についている人もびっくりしながら、小銭では足りないので封筒にお札を詰

めて渡した。大きな式ほど「ナワハリ」が長くなると言われており、B家ならば大変なことにな

ると予想されていた。そのため、花嫁は午前四時に家を出た。「ナワハリ」の性質上、花嫁がいつ

到着するか正確に分からなかった。花嫁を家で待つ間、Aさんは仏間で静かにしていた。食事も

与えられずに隠れているしかないので心細かったそうだ。花嫁が到着すると、家の敷居を跨ぐ前

に、合わせ水と足洗いを行った。この足洗いは、水を入れずに真似だけをするものである。神棚

と仏壇にお参りし、控えの間で休んだ。この際、花嫁の母が介添えを行った。その後、仏間で婚

礼の儀を行った。夫婦は向かい合わせに座って、夫婦の両親が、仲人、雄蝶雌蝶、近親者が仏間

に入っていった。雄蝶雌蝶とは、三々九度の酌をする稚児のことを指す。三々九度の盃や家の案

内は雄蝶雌蝶が行った。雄蝶雌蝶はAさんの妹二人で、親戚の人が作ってくれた赤い着物を着て

いた。三々九度の際、誰かが輪島マダラを謡っていた。儀式の間、隣の部屋から見ている人もい

た。宴席は、通常親戚と近所の人で分けて行うが、当時Aさんが新潟に勤めていて、早く戻らな

ければならないために、一度に行った。新婚旅行は、新潟への帰路に行い、和倉温泉、山中温泉、

石廊崎、赤倉を巡った。婚姻の儀の後、初めて実家に帰るのことを「婿入り」といい、お盆に帰

った際大変にもてなされた。 

2.2 Bさん（野田、男性、70代） 

 国光にある花嫁の家に、迎えに行った。午前9時頃、神棚と仏壇に挨拶をして国光の家を出た。

タクシーを使って、野田にあるBさんの家まで行った。タクシーで家に戻る途中、「ナワハリ」が

あった。先導する人が、端数が五円のお金を配って、道をあけてもらった。こういったお金の他

に、お酒を配ったりもした。家に着くと、玄関に注連縄が飾ってあった。当日の宴会の料理は、

親戚が雇った料理人に作らせた。お酒を入れた盃を玄関先で割る水合わせを行った。野田と国光

は集落が隣同士のため、ほとんど同じようなものとして考えられ、水を合わせる必要がなかった。

足洗いを実際に行うのではなく、桶に足を入れるだけで、足洗の真似をしただけだった。神棚と

仏壇にあいさつをして、控えの間に行った。そこで三々九度を行った。雄蝶雌蝶は親戚の女の子

が務めた。食事の際は輪島塗の膳を使った。家に輪島塗の食前が50人前ほどあったそうだ。新婚

旅行は三泊四日で、婚姻の儀の当日に和倉温泉までタクシーで行った。そこで一泊してから宇奈

月温泉と山中温泉に行った。その後、花嫁がお土産を携えて一日だけ里帰りをした。 

2.3 Cさん（笹川、男性、60代） 

Cさんは、働いていた柳田村の役場で学校給食の調理員として県庁から派遣されてきた奥さん

と出会った。周りの人々の後押しもあり、付き合うようになって結婚に至った。仲人はCさんの
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お父さんのお友達に依頼した。奥さんの実家が柳田から遠く離れた金沢にあるために、柳田の旅

館で、衣装などの準備をした。旅館からCさんの家までの間に「ナワハリ」がしてあり、花嫁行

列を足止めされた。105円などの5円と御縁をかけた金額を入れたのし袋を渡して、通してもらっ

た。Cさんの家の玄関につくと、両家から持ってきた水を同じ盃に入れて、落として割った。こ

れは合わせ水と呼ばれる儀式で、花嫁が嫁ぎ先の家の人間になるという意味がある。これは金沢

にもあるものだそうだ。花嫁が家に入ってすぐに、Cさんと一緒に神棚と仏壇に挨拶をした。そ

の後オチツキと呼ばれる儀式が行われる。二階の部屋に花嫁とその親戚一同が集まって、皿に載

せたバラバラの黒豆を集めたり、干鰯が背中合わせになっているのを腹合わせにしたりする儀式

である。オチツキの儀式が終わると、仏間に結婚式の出席者が集まり、三々九度をする。その後

親子盃と親戚盃（えっけ盃）を行う。この時九枚重ねの盃を使った。雄蝶雌蝶はCさんの姪が務

めた。披露宴では九枚重ねの盃の一番下の盃を使う盃にお酒を入れて、夫婦が飲み干した後に、

親族に回す。飲んでいる間、誰かが歌を歌い続ける。音頭取りという歌を歌う専門の人を雇って

歌を歌わせたりした。歌は様々な民謡だった。この式の間、家の戸や窓を全部外して近所の人た

ちに庭から見ることができるようにしておく。見物に来た近所の人々に御神酒とつまみをあげる。

披露宴が終わった後、近所のあいさつ回りをした。その後、すぐに三泊四日の新婚旅行に行った。

行先は和倉温泉と京都だった。新婚旅行に行っている間、親戚に頼んで近所にお重の中に御神酒

と饅頭と風呂敷を入れて14、5軒に配ってもらった。返ってきたお重にはお金の入ったのし袋が

入っていた。柳田の人が結婚する場合は輪島塗のお重を使うが、花嫁が金沢出身なので、山中（石

川県加賀市）のお重を使った。しばらくたった後、金沢に里帰りして、お土産を持って親戚にあ

いさつ回りをした。 

 

3．柳田村における婚姻の概要 

第二節で触れた三例の個別事例と『柳田村史』（1975:834-840）における記述を元にして、柳田

地区における結婚の伝統的形態について記述していく。まず、おおまかな流れとして、親が親同

士、または人づてで縁談を持ってくる。そこから親同士がナカドも交えて協議を進めて、婿と嫁

に婚約させる。簡単な結納を済ませた後に、婚姻の儀を執り行う日程を決める。婚姻の儀の朝に、

婿の家から嫁に迎えを出す。家で神棚と仏壇に挨拶をしてから家を出てくる。婿の家に向かう道

中に、近隣の人々が、ナワハリをしている。お金を包んで渡すか、お酒をあげることで道をあけ

てもらう。嫁が婿の家に向かっている間は、婿は家で待っている。婿の家に着くと、まず、水合

わせと足洗いをする。それが住むと神棚と仏壇に挨拶をする。その後、一旦婿と嫁は、分かれて、

嫁方の親族は他の部屋に移動する。移動した部屋で一休みしてからオチツキを行う。その後、ま

た親族一同が合流し、親子盃を交わしたり、三々九度をしたりする。その後、本膳という宴会が
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行われるが、この時、婿は家にいない場合が多い。婚姻の儀礼が終わった後、手土産を持って近

隣の家にあいさつ回りをする。その後、近いうちに嫁は手土産を持って実家に里帰りする。婚姻

の一連の流れはこのように行われる。 

3.1 婚姻の成立 

柳田村では、当時の他の日本の地域と同じく、古くから家長制が強かったために、ヨメドリと呼

ばれる嫁入り婚が主流であった。親同士の取り決めで結婚相手が決められるという傾向があった

ようだ。しかし、そうなる前段階において男女間で様々な機会に交渉がもたれ恋愛感情が芽生え

ることもあった。ヨバイや様々な祭りを通して男女間で恋仲になり、ネンゴロゾイ・ナジミゾイ

と呼ばれる恋愛結婚となる場合もあったという。一般的に家同士で直接的に交渉し、取り決める

のではなく、ナカド・ナカシャベリを通して、婚姻が決められるが、こういった媒介役はムラの

中のオヤッサマ（上層者）・ヨボオシヤが務めることが多かった。縁談は、何度も何度も足繁く通

った末に決めるというのが作法であったので、簡単に決まることはなかった。花嫁側は、内心で

は良縁であると思っていたとしても、何度かは必ず断った後了承するのがよしとされた（『柳田村

史』1975:834-835）。 

聞き取り調査においても、親の取り決めにより決まることが多かったという意見が多く見られ

たが、Dさん（野田、60歳代、男性）のように恋愛結婚をされている方もいた。 

3.2 結納 

縁談が決まった後、サカテオサメと呼ばれる酒二升に簡単な肴をつけるといった簡単な結納に

あたるものが催され、嫁取りの日付を決めた（『柳田村史』1975:835）。 

3.3 引き出物 

ヨメドリは祝儀とも呼ばれ、男方の家で挙行され、嫁がそこへ引き移るという形態をとってい

た。引き出物には、上層者と中階層者以下のものとで格差があり、上層階層者は多くの荷物を箪

笥・長持ちに入れて人足に当日運ばせる一方、中階層者以下のものは人足を多く使えず、数日間

に分けて運んでいた。ハシトリと呼ぶ仮祝儀を内々で済ませて夜中にちょっとした荷物を持って

引き移った場合も多かった（『柳田村史』1975:835）。 

3.4 ムカエド 

 上層階層者の引き移りでは、ムカエド（迎人）が女方まで嫁迎えに赴き、そこでデシュウギ（出

祝儀）の膳に着いた（『柳田村史』1975:835-836）。 

3.5  花嫁衣裳 

 その後、花嫁は白装束を着て出立するが、これは、「死んで家を出る」ことを意味している。婚

家では「新しい家で生まれた」ことを意味する赤装束に着替える（『柳田村史』1975:836）。 

また、三々九度の際に雄蝶雌蝶が赤色の着物を着る場合もあり、これも「新しい家で生まれ変
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3.4 ムカエド 

 上層階層者の引き移りでは、ムカエド（迎人）が女方まで嫁迎えに赴き、そこでデシュウギ（出
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3.5  花嫁衣裳 

 その後、花嫁は白装束を着て出立するが、これは、「死んで家を出る」ことを意味している。婚

家では「新しい家で生まれた」ことを意味する赤装束に着替える（『柳田村史』1975:836）。 

また、三々九度の際に雄蝶雌蝶が赤色の着物を着る場合もあり、これも「新しい家で生まれ変
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わる」という思想と関係している可能性がある。 

3.6 ナワハリ 

昭和10（1935）年頃までは、ムラの人々が移動する道中に路上で火を焚き待機したり（上町・

笹川）、それ以降も、荷縄・青竹・長木を路上に張ったり、持ちだして交渉する「ナワハリ」の習

俗は残っていた。こういった交渉に対しては、ツツミセン・マキセンを渡して通過し、酒に嫁の

ハチメ（尾頭付きのめばるを焼いたもの）をつけて渡したりして対応した （『柳田村史』1975:836）。 
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きるとされている。割れると夫婦仲がうまくいくと言われている。割ることができなかった場合、

縁起が悪いため割れるまで何度も続ける。なお、集落が隣同士など、実家が近い場合、この儀礼

が省略される場合もある。 

3.8 足洗い 

 玄関先で、花嫁が水の入った桶に足を入れて洗う儀礼だが、実際に水を入れることは少なく、

空の桶に足を入れるだけで済ます場合が多い。 

3.9 オチツキ 

 本膳の前に、花嫁側の親族が、食事をする儀礼である。干鰯などの魚が背中合わせになってい

るのを腹合わせにしたり、バラバラになった豆を集めたりする。こういった儀式は、夫婦が末永

くうまくいくようにといった願いを込めた願掛けであると考えられる。 

3.10 本膳 

 嫁方の親戚と夫方の親戚、嫁のオクリド（親代わり、コシモト、荷担ぎ人足等）、ナカドが席に

ついて催される宴である。親子盃は交わすが、夫婦盃は交わさないという作法が支配的であった。

ムコドンは本膳の間に、ダイドコ（居間）で爛番を務めていたり、どこかへ遊びに行っていたり

して、参加していない場合も多かった。昭和30年代以降は上層階層者が「アンサマも一緒に坐り」、

夫婦盃を交わすようになって、次第にそれが全体に広まり変化していった。またこうした変化に

伴って少数例だが村の神社や公民館を利用して夫婦揃いで婚礼を挙げる事例も出てくるようにな

った（『柳田村史』1975:836）。 

 この時に用いられる盃は、伝統的に輪島塗りのものが多い。柳田の家では輪島塗りの盃を来客
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用に多く揃えてある。Cさんの場合は、金沢出身の奥さんが山中の盃を持ってきたそうなので、

嫁の実家から持ってくる風習がある可能性がある。九重の盃の一番下の最も大きい盃を用いる。

盃の最中に歌を歌う場合もある。歌を歌う専門の人を雇う場合もあったという。雄蝶雌蝶は親戚

の小さな女の子が務めていた。本膳の際に、家の戸や窓を外して近所の人々に見えるようにする

事例もあった。 

3.11 近所のあいさつ回り 

 婚礼の儀の後に、十数軒程の近隣の家に饅頭やお酒をいれた重箱を配り結婚の報告をする。重

箱は、後に返ってくるが、この中に、祝い金が入っている場合がある。 

3.12 里帰り 

婚姻の後、近いうちに嫁が実家へ戻る。この時手土産を持っていく。滞在期間はそれほど長く

なく、1日であったり、5日であったりと家庭によってまちまちである。嫁の家からお歳暮として

ブリを贈る風習があったそうだ。 

3.13 ヤミマイ 

 ヨメドリの後、ヤミマイ（部屋見舞）と呼ばれる儀礼が行われる。これはカドミ・カドミマイ

とも呼ばれ、ヨメドリ挙行後三日目頃に嫁の実親（母親や親類の者）が手土産を持参し、嫁を見

舞うものである。実親の初挨拶という性格を持っていることと推測される（『柳田村史』1975:837）。 

3.14 ムコイリ 

 初婿入りの意味で、初めてムコドンが嫁の里を訪ねることをいう。ムコイリは嫁の実家から招

待されて赴く形態をとり、一般的にはおくれるものであり、ヨメノショウガツ（嫁の正月）と呼

ばれる正月四日、お盆（㋇15日前後）、祭礼（春か秋）の折りを兼ねて挙行されることが多かった。

しかし、当時はヘヤミマイ後あまり日を経ずに挙行する事例もあった。「スリコギでニワハク」と

たとえられ、子を孕み家の生活にも慣れた頃をみはからってなされるだけに、これが挙行される

ようになれば嫁の地位も相当に安定したことになったわけである。つまりムコイリにはヨメドリ

に伴う諸儀礼をしめくくるという性格があったように思われる（『柳田村史』1975:837-838）。 

3.15 その他 

 婿の家へ向かう道中に雪玉や小石を投げたり嫁が家へ入ってから雨戸を叩き、雪垣を外して隙

見し、あるいは藁包に酒樽をつけて祝儀の座敷に投げ入れたりした（『柳田村史』1975:836）。 

 挙行の日取りは大安を選び、雨が降ると、雨降って地固まるというように縁起をかつぐ傾向が

強かった。厄年にはヨメドリを見合わし、丙午生まれの娘を嫁にすることを避けようとした（『柳

田村史』1975:836-837）。 
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4．婚姻圏の拡がり 

 第2節と第3節では、主に婚姻に関する儀礼について述べたが、以下では、そういった柳田の

婚姻圏の拡がりを示し、考察の足掛かりとしたいと思う。 

足洗いや合わせ水の慣習があるために、以前からある程度離れた地域から嫁を取っていたこと

が分かる。基本的に村内婚の事例が多いにもかかわらず、村外婚や遠縁婚を「タビからきた」と

表現し区別することからも、この婚姻圏の拡がりが相当なものであったことが分かる。こういっ

た婚姻圏の拡がりは、ムラの戸数が少ないことも当然理由として挙げられるが、そのほかにも、

上層階層の者が上層階層の者と通婚する傾向が顕著であったこと、また、宗旨の相違から他宗と

通婚することを避けようとしたこともその一因として挙げることができる。「嫁に行っても合鹿へ

行くな、冬のアオジャに肩担ぎ」という伝承があるが、これは、合鹿椀の木材をアオジャ（ミゾ

レ降る道）で肩担ぎせねばならない合鹿に嫁ぐなということである。このように、柳田の婚姻圏

は、自然の立地条件や歴史的・社会的条件によって制約を受けているが、徐々に拡大する傾向に

あったようだ。明治期の婚姻は、交通の便の悪さからやはり、奥能登地方での通婚が大半を占め

ているが、昭和37（1962）年の実態調査では、東京や京阪神を合わせて全体の6分の1にあたっ

ている（『柳田村史』1975:838-840）。 

 このように、村内での結婚がかつては多くを占めていたようだが、現在では、娘や息子が柳田

に住んでいないという風に答える60代以上の方が多く見られる。これは、やはり、『柳田村史』

の婚姻の実態調査以後に、柳田地区の外で結婚する若者が増えたのだと考えてよいだろう。 

 

5．考察 

ここでは、これまでの各節において取り上げた柳田地区の婚礼の事情についてより理解を深め

るべく考察を行いたい。 

まず、第2節の60歳代、70歳代、80歳代の婚姻の個別事例を比較していく。それぞれまず注

目したいことは、共通するおおまかな流れが存在しているという点である。この三者は皆、ヨメ

トリをしている。嫁が実家からやってきて、ナワハリと遭遇して、夫の実家でオチツキや盃の儀

礼を行っている。婚姻の儀礼の後に、近所に挨拶に行ったり、嫁と里帰りしたりする点も共通し

ている。水合わせの盃の中身の差異などの細かい部分の違いは、おそらく、時代が違うことによ

る差異ではなく、家庭ごとの違いだと推測できる。ここのような家庭ごとの差異を除いた、こう

いった第3節に述べたおおまかな婚姻の流れは、この頃までは、風習としてしっかりと残存して

いたということができるだろう。これを踏まえて、細部の相違について考えていこうと思う。 

 先に結論を述べておくと、より若いCさんと他の二人の間には小さいようで大きな違いが幾つ

かある。まず、親子盃を交わしているという点である。第3節で『柳田村史』に記されていると
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説明した通りに、他の二人は、親子盃を執り行わず、嫁が儀礼に関わる割合が多いことが分かる。

しかし、Cさんは、親子盃をしている。嫁とその親族が、別の部屋で一休みをしてオチツキの儀

礼を行った後はお色直しを除いて二人で行動し、そのまま新婚旅行に行っている。これは『柳田

村史』の「夫側が関わる儀礼も多くなった」という旨の記述と一致している。それまでは、本膳

の間はおろか、夫が全く儀礼に参加しないという事例もあったのに対し、Cさんはほぼすべての

事例に関わっているのである。これはやはり大きな変化と見てよいだろう。 

また、花嫁の出身地についてより若いCさんとその二人に違いがみられる。他の二人の奥さん

が柳田の出身であるのに対し、Cさんの奥さんだけは金沢市の出身なのである。奥さんは、金沢

市から、出向という形で柳田に働きに来ていたので、出会い、結ばれることは現代の感覚では珍

しいものではないのだが、家父長制が長い間支配的であった柳田では、異例だったのではないか

と推測される。他二人が親同士の約束や自身の意志の他の力で結婚相手を決定されていたのに対

し、この二人の場合は、当人同士を介さない親同士の付き合いがあるとは到底考えられない状況

だった。本人も、周りの勧めで結婚することになったと言っているように、単純な親の権力によ

る結婚ではなく、恋愛の要素も絡んだ結婚であったと思われる。これは、大きな変化である。村

役場で働くSさんの周りの人々、即ち柳田地区の人々もこれに賛成しているので、こういった結

婚に対しての違和感が既に薄れていたのだろう。女性一人で金沢から柳田へ働きに出ていること

から、離れた地域の、交通の便の改善による移動する場合の感覚的距離が縮まったことが分かる。 

事実、こういった交通の便の問題は第4節の「合鹿に嫁ぐな」という教えの元にもなっている。

きちんと整備された道を車で走ることが可能になれば、この合鹿の問題は全く障害ではなくなる

だろう。このように、交通の便というのは、結婚という大きな人生の節目になるようなイベント

をも左右する大きなファクターなのである。また、高度経済成長期には、職種も様々で、合鹿の

人が皆合鹿椀を作っているということもなかっただろう。実際に、第4節の戦後のインフラ整備

が行われているただ中の婚姻の実態調査の結果も、やはり外との結婚の割合が高くなっている。

戦後の民主主義化の気運とその感覚的距離の近接化が相乗的に作用しあった結果として、柳田村

内の結婚に対する考え方の変化が現れてきたのだろう。しかしながら、こういったそれでもまだ

この時代においては、それまでの伝統的儀礼の風習は維持されたままである。実際に調査に出向

いた先では、自分の子供たちは腹合わせなどの一部儀礼は受け継いでいるが、柳田の国民宿舎で

結婚式を行ったという人が複数人いて、それよりも下の世代は結婚式場で西洋風の結婚式を行っ

たという人が多かった。これには、高度経済成長期以降に成人したであろう中年層以下の年齢層

の人々が外に出ていったことに起因すると推測される。都市部における故郷から離れた者同士で

の結婚では、伝統的な結婚式が継承されてゆかない。また、柳田でもSさんの奥さんのように他

の地域から来た人々と結婚することがあっただろう。この場合、どちらの家の儀礼を優先するか
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役場で働くSさんの周りの人々、即ち柳田地区の人々もこれに賛成しているので、こういった結

婚に対しての違和感が既に薄れていたのだろう。女性一人で金沢から柳田へ働きに出ていること

から、離れた地域の、交通の便の改善による移動する場合の感覚的距離が縮まったことが分かる。 

事実、こういった交通の便の問題は第4節の「合鹿に嫁ぐな」という教えの元にもなっている。

きちんと整備された道を車で走ることが可能になれば、この合鹿の問題は全く障害ではなくなる

だろう。このように、交通の便というのは、結婚という大きな人生の節目になるようなイベント

をも左右する大きなファクターなのである。また、高度経済成長期には、職種も様々で、合鹿の

人が皆合鹿椀を作っているということもなかっただろう。実際に、第4節の戦後のインフラ整備

が行われているただ中の婚姻の実態調査の結果も、やはり外との結婚の割合が高くなっている。

戦後の民主主義化の気運とその感覚的距離の近接化が相乗的に作用しあった結果として、柳田村

内の結婚に対する考え方の変化が現れてきたのだろう。しかしながら、こういったそれでもまだ

この時代においては、それまでの伝統的儀礼の風習は維持されたままである。実際に調査に出向

いた先では、自分の子供たちは腹合わせなどの一部儀礼は受け継いでいるが、柳田の国民宿舎で

結婚式を行ったという人が複数人いて、それよりも下の世代は結婚式場で西洋風の結婚式を行っ

たという人が多かった。これには、高度経済成長期以降に成人したであろう中年層以下の年齢層

の人々が外に出ていったことに起因すると推測される。都市部における故郷から離れた者同士で

の結婚では、伝統的な結婚式が継承されてゆかない。また、柳田でもSさんの奥さんのように他

の地域から来た人々と結婚することがあっただろう。この場合、どちらの家の儀礼を優先するか
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考えるのは大変難しいことである。そうなった時、やはり円満な解決法となるのはどちらでもな

い新しい様式である。そこで出てきたのが西洋風の結婚式である。結婚の中心となるのは若者で

あるので、新しいものに敏感ということもあるのだろう。そういった加減で、伝統的な結婚式に

代わり、西洋風の結婚式が台頭してきたのだろう。 

 ライフコースにおいて一つの特異点となりうる結婚はやはり重要且つ普遍的であり続けるから

こそ、時代を経て変わっていくのだろう。常に人が触れているものほどよりよく変化していくの

だろう。確かに柳田村における婚姻の儀礼は、仮にその全てを正しく理解していたとしても、実

行に移すには準備や出費が多く手間がかかってしまう。その点、西洋式の画一化された準備も少

なく、業者に任せることができる方法は、効率的という面で優っているだろう。しかし、文化の

継承というのは、常に効率重視というわけではない。ある文化を守り抜こうと活動し実を結んで

いる団体も存在す。しかしながら、やはり結婚は、文化的な側面よりも、より実生活に基づいた、

普遍的な事象だったのである。そちらがより強い影響を持ったために、日本中の結婚式の選択肢

の一つに画一化された西洋式の結婚式が最有力候補としてそんざいするのだろう。現代日本では

時間がなく、結婚式を挙げない人々もいると聞く。やはり、奥能登というかなり大都市から離れ

た柳田という地区であっても、そういった波に飲まれ変わるのは必然なのだろう。柳田における

結婚儀礼の変化は、日本という国の高度経済成長というとても大きな変化の結果なのである。こ

れからさらに少子高齢化が進む日本においては、今よりもさらにこういった文化を知るものは減

っていくだろうと推測される。 

 

6．おわりに 

本調査は、7泊8日という柳田地区を知るにはあまりに短すぎる期間ではあったが、それでも、

柳田地区の良さを十二分に知ることができた。普段、私が生活をする場所とは、全く違った環境

に心を惹かれた。自然に囲まれ、どこを見ても美しい緑で、普段は注意して聞くこともない蝉の

声さえも心地よいものに感じた。様々なテーマで、そしてなにより、金沢などの都市部ではあま

り感じる機会のない人々の優しさと暖かさを感じることができた。自分の拙い言葉や質問にも快

く、丁寧に答えてくださった。そして、どの方も、柔和な笑顔がまぶしい素敵な人たちばかりだ

った。一調査地としての魅力に富んでいるだけでなく、ただそこで過ごす心地よさを教えてくれ

た柳田が今では大好きになった。今回の調査報告書を書き上げることができたのも、柳田に住む

みなさんの善意のおかげである。 

 最後に、本調査やこの報告書の作成に協力していただいた方々に感謝の言葉を述べて終わり

にさせていただきます。ありがとうございました。柳田地区のご繁栄をお祈りしております。 
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